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事業テーマ：地域環境の形成

1．プロジェクトの概要

　日立市生活環境部環境政策課では，市民から構

成された「環境を創る日立市民会議」における活

動の一環として，ホタルの里（日立市十王町，日

立市入四間町など）の整備・維持と一般公開（ホ

タル観賞会），そしてホタルの生息マップ作成事

業を実施している。現在のマップは，時を経て旧

版（平成 7年度版）となっているため，本プロ

ジェクトでは，茨城大学と連携しながら日立市内

に生息するホタルの生態状況を 2～ 3年程度か

けて調査し，最新のホタル生息マップを作成す

る。一方，茨城大学では，これまでに培ったホタ

ルや風車研究に関する知見や成果に基づいた公開

講座，講演活動あるいは技術移転を通じて地域社

会へ環境問題や理科学への啓蒙活動（青少年の理

科離れの防止など）を例年実施している。

　したがって，本プロジェクトでは，これらの組

織を有機的に連携して「ホタルとペーパークラフ

ト風車 1, 2による地域環境形成のための啓蒙活動

と教育教材の開発」を図ろうと意図した。すなわ

ち，ホタルはクリーンかつ安全な水圏環境を代表

する対象であり，風車はクリーンな再生可能エネ

ルギーを代表する対象である。いずれも環境問題

を取り扱う上で重要なキーワードと考えられる。

したがって，本プロジェクトでは，環境影響評価

の指標として日立市内に生息するホタルを取り上

げ，ホタル生息マップを発刊することを目的とし

た。また，自然エネルギーへの地域市民向け環境

啓蒙活動の一環としてペーパークラフト風車を取

り上げ，自然エネルギーの重要性を地域へ向けて

発信することを目的とした。

　本プロジェクトは，日立市生活環境部環境政策

課（参事補兼課長：五島裕），環境を創る日立市

民会議（会長：遠藤進，理事：稲垣照美），十王

ホタルを守る会（会長兼日立市市議会議員：樫村

英紀），日立第一高等学校科学部化学班（顧問教

諭：小川悟志），智学館中等教育学校理科教諭（穂

積訓）から構成されている。

2．活動方法・計画と期待される効果

2.1　活動方法・計画

　本プロジェクトの活動方法・計画は，以下のよ

うである。

・ エコフェスひたちを企画・立案・運営し，日立

市生活環境部環境政策課，本学及び環境を創る

日立市民会議はこれと密に連携して企画・立

案・運営する。

・ 日立市内に生息するホタルの生態状況を 2～ 3
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年程度かけて調査し，最新のホタル生息マップ

を作成する。

・ 日立市におけるホタルの里の整備・維持とホタ

ル観賞会を実施する。

・ エコフェスひたち，とうかい環境フェスタ等に

て体験型イベント「ペーパークラフト風車によ

るものづくり体験教室」を開催する。

2.2　期待される効果

　本プロジェクトにおいて期待される効果は，以

下のようである。

・ 日立市におけるホタルの里の整備・維持とホタ

ル観賞会を実施することで，地域住民（特に小

学校児童や中学校生徒など）への環境問題や理

科学への啓蒙（理科離れの防止）が図れる。日

立第一高等学校科学部化学班は，これまでにも

日立市内を流れる宮田川の水質調査を日立市生

活環境部環境政策課の経済的援助を得ながら長

年に亘って継続した実績があり，水圏環境評価

法についてもある一定の経験を有している。こ

の組織と連携することにより，日立市内のホタ

ル水圏環境とホタル生息マップとを対比させた

環境教育教材の開発に繋がり得る。同時に，本

学の高校生向け広報ともなり得る。

・ ものづくり体験理科教室では，大型風車を忠実

に再現した本学独自開発のペーパークラフト風

車の製作を行いながら地域住民への再生可能エ

ネルギー（風水力発電）や環境問題への理解と

啓蒙が図れる。同時に，地域の小学校児童や中

学校生徒等への理科学への啓蒙（理科離れの防

止）を図れる。

・ 大学院生自らが企画・運営する体験型イベント

「ものづくり体験理科教室」）を通じて，地域連

携に基づいた継続的な技術者教育の実践すなわ

ち，理工学系大学院生のコミュニケーション，

プレゼンテーション能力，学生自らのボランタ

リー精神の涵養が図れる。 

3．活動実績

　本プロジェクトの活動実績は，以下のようであ

る。まず，平成 25年 6月 16日には，茨城県県

北生涯学習センターの協力の下で日立市高原自然

塾周辺のホタルの里におけるホタル観賞とホタル

の光と癒しに関する講演会を開催し，地域住民（特

に小学校児童や中学校生徒など）への環境問題や

理科学への啓蒙活動を実施した。また，平成 25

年 6月 18日には，日立市生活環境部環境政策課

が第一回ホタルマップ作成委員会を開催し，ホタ

ル生息状況に関するデータ提供の協力依頼記事を

日立市報（平成 25年 7/20版）に掲載した。こ

の際，日立市生活環境部環境政策課，環境を創る

日立市民会議，十王のホタルを守る会とともに，

ホタルの里（日立市十王町），奥日立きららの里（日

立市入四間町）などの整備・維持とホタル観賞会

に関する企画・運営についても討議した。

　平成 25年 7月 27日と平成 25年 12月 1日には，

本学環境熱流体エネルギー工学研究室＆流体工学

研究室（学部生・大学院生 22名）と工学部内に

存在する学生サークル「風力研究会（顧問：稲垣

照美）」のメンバー 20名とともに，エコフェスひ

たち 2013と第 13回青少年のための科学の祭典・

日立大会へ参加して，体験型イベント「ペーパー

クラフト風車によるものづくり体験理科教室」を

開催した。これらの行事への参加は，茨城大学の

地域貢献とともに，本学における教育・研究活動

や積み上げた知見を広く市民に理解・認知して貰

図 1　日立市報（平成 25 年 7/20 版）
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図 2　ホタル生息調査アンケート

図 3　ホタルの光と癒しに関する講演会

図 4　エコフェスひたち製作風景

図 5　第 13 回青少年のための科学の祭典
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う絶好の機会となった。すなわち，本学に対する

広報活動の役割をも担えた。

4．プロジェクトの達成状況

　本プロジェクトでは，大学側の事業責任者がこ

れまでに培ったホタル研究に関する知見や成果

を，講演活動や技術移転を通じて地域社会へ還元

しながら日立市内のホタルの里整備へ貢献できて

いる。また，これらの行事に参加された市民から

も好評を受けている。しかしながら，ホタルマッ

プ作成のための調査を実施し，今後は相互に連携

しながらホタルマップを作成しなければならな

い。

　一方，本学環境熱流体エネルギー工学研究室と

工学部内に存在する学生サークル「風力研究会

（顧問：稲垣照美）」のメンバーは，過去 10年以

上に亘ってエコフェスひたちやとうかい環境フェ

スタ等へ参加し，開催主体者とともに地域へ貢献

して来た経緯がある。大学院生自らが企画・運営

する体験型イベント「ものづくり体験理科教室」）

を通じて，地域連携に基づいた継続的な技術者教

育の実践，すなわち理工学系大学院生のコミュニ

ケーション，プレゼンテーション能力，学生自ら

のボランタリー精神の涵養を図れたものと考えて

いる。

5．今後の計画と課題

・ ペーパークラフト風車は，文部科学省科学研究

費を獲得して神戸工業高等専門学校機械工学科

早稲田一喜氏（本学機械工学科卒業生）と継続

的な改善・開発を鋭意進めている。したがって，

この研究成果を本学機械工学科の機械工学実験

Ⅰ＆Ⅱの教育教材として還元する予定である。

同時に，独自開発したペーパークラフト風車の

継続的な改善・開発を神戸工業高等専門学校と

共同しながら次年度以降も鋭意進める。

・ 平成 26年度夏季のホタル生息調査と，平成 27

年度夏季のホタル生息調査を加えた最新のホタ

ルマップを平成 28年度末までに完成させ，市

民向けに配布する予定である。すなわち，環境

を創る日立市民会議のメンバーや市民有志等

とともにホタルマップ作成のための調査を実施

し，相互に連携しながらホタルマップを作成す

る。

・ これまでに実施されていない日立市内のホタル

水圏環境調査を継続的に実施し，生息状況を把

握する。
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図 6　第 13 回青少年のための科学の祭典
製作風景
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